
イエスの 26 の「たとえ」話  
◆01「種を蒔く人」のたとえ（マタイ 13：1～9、マルコ 4：1～9、ルカ 8：4～8） 
◆02「毒麦」のたとえ（マタイ 13：24～30） 
◆03「からし種」と「パン種」のたとえ（マタイ 13：31～33、マルコ 4：30～32、ルカ 13：18～21） 
◆04「天の国」のたとえ（マタイ 13：44～50） 
◆05「迷い出た羊」のたとえ（マタイ 18：10～14、ルカ 15：3～7） 
◆06「仲間を赦さない家来」のたとえ（マタイ 18：21～35） 
◆07「ぶどう園の労働者」のたとえ（マタイ 20：1～16） 
◆08「二人の息子」のたとえ（マタイ 21：28～32）㊟口語訳表記は誤記 
◆09「ぶどう園と農夫」のたとえ（マタイ 21：33～46、マルコ 12：1～12、ルカ 20：9～19） 
◆10「婚宴」のたとえ（「婚礼の祝宴」のたとえ）（マタイ 22：1～14、ルカ 14：15～24） 
◆11「いちじくの木」のたとえ（マタイ 24：32～35、マルコ 13：28～31、ルカ 21：29～33） 
◆12「十人のおとめ」のたとえ（マタイ 25：1～13） 
◆13「タラントン」のたとえ（マタイ 25：14～30、ルカ 19：11～27） 
◆14「ともし火」と「秤」のたとえ（「灯」と「秤」のたとえ）（マルコ 4：21～25、ルカ 8：16～18） 
◆15「成長する種」のたとえ（マルコ 4：26～29） 
◆16「愚かな金持ち」のたとえ（ルカ 12：13～34） 
◆17「実のならないいちじくの木」のたとえ（「実がならないいちじくの木」のたとえ）（ルカ 13：6～9） 
◆18「大宴会」のたとえ（ルカ 14：15～24、マタイ 22：1～10） 
◆19「見失った羊」のたとえ（ルカ 15：1～7、マタイ 18：12～14） 
◆20「無くした銀貨」のたとえ（ルカ 15：8～10） 
◆21「放蕩息子」のたとえ（「いなくなった息子」のたとえ）（ルカ 15：11～32） 
◆22「不正な管理人」のたとえ（ルカ 16：1～13） 
◆23「やもめと裁判官」のたとえ（ルカ 18：1～8） 
◆24「ファリサイ派の人と徴税人」のたとえ（ルカ 18：9～14） 
◆25「ムナ」のたとえ（ルカ 19：11～27、マタイ 25：14～30） 
◆26「羊の囲い」のたとえ（ヨハネ 10：1～6） 
 
㊟10、14、17、21 は、聖書協会共同訳でタイトル名が変更になっている。 
 
【参考】 二人の女のたとえ（ガラテヤ 4：21～31） パウロによるものでイエスの「たとえ」話ではない。 
 
 
 
 
 
 
 


